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Taxonomy of the血efreshwater crabs of the Ryukyu Islands 

琉球列島産サワガニ類の分類学的再検討を形態学的に行った。琉球列島産

サワガニ類はこの研究を始める前までに4属14種が記載されていたが、本研

究では新たに1新属9新種・亜種を発見し、計5属23種・亜種のサワガニ類が

分布することがわかった。そのうちサワガニ属の種が16種を占め、ミナミサ

ワガニ属の3種、アマミクサワガニ属（仮称）の2種、ヤエヤマヤマガニ属と

Potamon属のそれぞれ1種が確認された。これらのサワガニ類の一般的な形態

学的特徴と生息環境の関連性を調べた結果、川や沢にすむ水生種は体サイズ

が小さく、太短く棘の発達した歩脚をもち、眼が小さくなっていることがわ

かった。これに対し、陸生種は大きな体サイズ、細長い歩脚、そして発達し

た眼をもつことがわかった。

琉球列島から確認された5属のうち、アマミクサワガニ属とヤエヤマヤマ

ガニ属が琉球列島固有属であることがわかった。また、サワガニ属はおそら

く日本と台湾に固有、ミナミサワガニ属は中琉球、台湾、中国の広東省から

のみ知られている。分類学的位置や分布の有無がはうきりしないPotamon

globosumを除き、琉球列島産にも分布するサワガニ類4属は、東アジアに特

有であると言える。琉球列島を含む日本と台湾は中国大陸に沿って存在する

のにも関わらず；これらの東アジア特有のサワガニ類の近縁属は中国大陸か

ら見つかっていない。このことから、東アジアのサワガニ類は中国大陸の祖

先群から長い間隔離されてきた依存種であることと、また現在までに推測さ

れている地史との比較から、おそらく中新世頃から隔離されてきた頃が推測

された。
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学位（博士）の申請に対し、学位諭文の審査及び最終試験を終了したので、下記のとお
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審査要旨 (20 0 0字以内）

木論文は、流球列島の中・南琉球を中心としたサワガニ類和を調べ、分類体

gの兒直じを計ると共応サミヮうj二珀の外蔀形漁と生；怠哀裟、と妍剛紺こういて

＂ ~・よヽ ·•亀’- 3』̀.`．．i,.,., .. ,...... > "';、
全＾じられている。•本論文の概要と審杏結果について報告すな

一て

｀ ぅぢ1菰に対 ｀ ．`、．．い・・し~tは新眠が与奄美詰品からは3種のサワガニ畜iが記録され、

（次頁へ続く）



審査要旨

えら．れた。．．G的th曲1hu泣．．．s紘四旗叫叫嘩美太品•]訟品．滋澤品．iぶ．G~

obtusipesとAm皿出cuam皿 ensis(gen. n⑳ ）が奄芙大島と捻之品に分布する・

ことが分かった。沖純諸島からは計i3種のサワガニ類が記緑され、うち 6種が・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・-・ 

←-、9;]喜．竺空？．t五莉網兜書＿＿6.竺：一竺唖9.t-9翌翌．g．．．．竺把密竪し豆;-
S、ンL‘l-；) 

蛙皿oloi; G. g1四ld1ovaほ， sp. nov.; Car1didiopoほmono虹c1awer1Se;
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。．..．．．鼻・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・● O —•············································・ー・・』

Po血 onglobosum)、渡嘉敷島に4種(G.lei1icenr.汰； G.am昭面， sp.nov; C. 

tok邸 hikense, sp. nov; Amami切 pamra, SP. nov)、久米烏に 3租{G.
···························································螂•'............・.....

kumejima, ~P- nov; G. amag直， sp.nov; C. kumejiinense)、伊平局品に2糀

(G、ihey.a,SP、nov;G、aramotoか喪良問緒島（阿茄・褻留問・）裕朋昧）に！稲

(G. 31磁 g直， sp.nov)、分布することがわか・・った。南琉球から計 5前のサワガ
0 0 0 0 • 0 • - • - • - • - • - ------• •- - -- - - -•• ---0 0  -• - - - - - --- ------ - - - - - - - - --- --- - - - • • - • - -......—· • ・ • --•----• -----• ----・ • 

ニ類が記録され、うち lf通が2未記絨II道を含む未記城菰であった。宮，l，島か
・・・・・・・・．ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・---・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ら1稲(G.m炉球oensis)、G.mm面と応祖叩皿yae四menseが石垣烏と西表
・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・-・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
品に、 G.ma.ri帥坦ta1na.ri帥磁ta.sp./subsp. nov．が伝垣品に、 G.1n. tulva 

sp./subsp. n切．が丙表烏に、 G.shokitaiが魚釣烏に、それぞれ分布すること

がわかった。
• l I ・・・-● ●-----・-"-.. --... -・..●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●.............. •......... ".〇●.......·~.............. ~。．．．． o o.．．. 

本研究の結米、琉球列島から 1科5)為22袖2亜袖のサワガニ類が記録され
•••••••••••a•••••·••••••••• ．ー．．．．．．一．．．．一．．．．．．．ー・ー・--釦--・・・・・-・-・・・・・.......... -.... --・ ・・-・・・....... --・ ・-..。

た。このうち 1属 8菰2亜植が末記戟である。また、北琉球に分布するG.
...．．．.．．．. 0.．.．．...．．．．．..．..．...．．.．．．．．．.．．．．．．..．---・ • ---...... _．．.. ・ • -• -• -・ • --• -・ • • ---・ • -----• -• -・ • ---

deh邸 'U以外の21稲が琉球夕1j島固合であることが分かった＂
... ~:... ~.:.. -....... -....... ~... •.................. :. --.. -.-. -. ~....... ~..ヽ• •.... 0.．．...．...．..．．．.．．. -..．.......． 

サワガニ頻の外謡形態と牛足、哀椀訓、沢、沢～沿地、溢地、石灰岩地帯）の
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戸湮性茎翌翌五紅疇墾空懲の変竺甕吐豆戸翌窪．竺竺'.!

I岳恩竺雙喚笠竺豆？ーーを飩翠＿＿．竺．竺竺竺竺竺竺竺．9．？登．．I
I ！竺．．竺翌翌竺．四翌翌l！ぎ竺翌叫ぎ？翌翌竺竺竺竺竺:1

組泣` q-第‘_2ぷ紐叫．平企謬畔且邸盈．‘-う」翡景撓犀謡戸．I

⑳ didiopol/JJ.1 ．． 碑．しも庶幽痺皿翌．澄慰．．砂四撃旦豆．庄．Iし．j・ら．．．9

l相当する位而を占めた。また第1七成分は、サワガニ類の分妬において昂屯｝』
•.• u.. ---------.. --------------・-・ ----------. -. -----------・---...----•••••••••••n•••• ．曾● ●る—•-------• ---i 

I 祝される雄の生•外fi器（第1 腹肢）如囮西により ．． 主に批明されるため、！...., -----------~ ------------------------------....... -----------------

俣 othelphusaとCJandidi<)匹 t抑 onをよぐ区別した。 9• - I• 

. ----------------------------. --------. --"'.......... -. -. -.... --------.. ---....... -... -. --・-. --------------

またサワガニ類の外部形態の質的形質の直接比較から Geothelphu滋各稗
--- -- • -----0  ---O ――巴~―···-···-·-----------·...亀...----. -----------．．ー・ 0 ............•-• --•••~----• ·~ •---·~..---

:l'(J)うぢ、 リll.j や 'i 沢］に生怠する水生莉は、•小さい体サイズ、＇太短く大きな.. ------. ----.. --...... -----・・・.. ・・-・-・ -......... ・・-----. ----・-・-----・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・-----・--・-・・--・・・・・

墳を持つ脚、小さい眼、粗い甲背面、等の形笠状源を右し、多くは斗い水流へ| -------..．--・ •--• ・ • ・ • -•,..........~:-~ ;~-:-----------------. --. ------------------------------... ---------

) 1 竺遵ぎ空．を竺竺翌烹た＿＂●一—----------.......----------------•---·_.......---1

1 

、．I ．空翌澄竺翌翌竺竺．可餌店翌．I!翌整空．‘ぎ．°2二：：竺竺きか＿だ．、—•-..I 
l琉球列品に産するサワガニ類は恐らくすべて東アジア同有であることがぷ唆1.．．．”.．．．. --• -9. ------• •---------• --• • ----.．．．...．. •--------------・ ▼ 伊テ•....．．．．．．----...... --------0•------←-l 

しされたc l 
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ー．心如Q肛藝Q叫疇疇四．糧饂協載韓疇（第．M卿．楼證

I罠型．？翌想登と堕．杢翌ぶ玉堕匹患滉．滋之庄翌滉・・-21且塁．竺．． I 
I竺空．巳杷．翌を含ふ呂翌翌ぎ．t0:t烈豆堕竺竺空空煕竺竺＿1

I 
類の単系統性を示すのか、もしくは束アジアに長く隔離された造行性を示すの

I ・.．．．．．．．.. ---・ •-......--..----...----------．．． -0釦 0 ←o. ．．．．.に-•----. 0-------------------• -．．．．̀̀ ̀ ‘`’.．．．．．．．．．．． I ・・1・かは分からないが、束アジア産サワガニ類の姉妹群探索に巫要な形四であろう Il——~-~:.::.. ~---=--·... -....... ---.... -........••一•······~·············································ー・・ 1

1ことがわかった., • • • I • •—螂•---------・ •-•....-----•------•-• --•0 ------• • -．．．．-＾----•一------····:．ー・-•-•......· • • -• ----------__ 1 

I 以上0)ように、本論文は琉球列品産サワガニ誼0)分類学的麟しを行い、！............・・..........-・---. --... --.... -・......... ・-・----.. -・ ・-・-・・・・・ ・-・...................... ・----・・・ ・-・ 

＇多くの新種が発兄され、また生物地鈍学的にも多くの知兄が得られた。ま

I:~` .、'.;;:;~_;;．一●ー•--•;;;、---̀ • -書;;~――-.．．．•-•--.．. -0.．．-.．．．．．．．．．-・ • ・ • ● O • • ----------• -•--＇’ 
.．た、．形雄と生息環院との踪係についても、多炎量解析により生癖分布と生新
-こ------・ •---------------・ ・ • ---• .. ・ • -----0..．.．.． o.．---------．----—ー・，．曹・・・・・•----.．O -・ •-•-...-•-----• 
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